
　

地
域
や
福
祉
施
設
で
の
行
事
や
イ
ベ

ン
ト
で
、
趣
味
や
特
技
を
活
か
し
た
演

芸
を
披
露
し
て
ほ
し
い
、
と
い
っ
た
依

頼
を
、
セ
ン
タ
ー
立
ち
上
げ
当
初
か
ら

多
く
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、

福
祉
施
設
の
夏
祭
り
や
町
主
催
イ
ベ
ン

ト
の
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
相
談

も
増
え
て
お
り
、
地
域
や
行
政
な
ど
と

の
協
働
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
で
の
実

際
の
活
動
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

 

○
△
□
と
お
は
な
し
の
会「
き
ら
ら
」

　

11
月
3
日
㈰
、
竜
光
寺
公
園
で
「
〇

△
□
（
ま
る
さ
ん
か
く
し
か
く
）」
主

催
の
「
お
化
け
の
森
マ
ル
シ
ェ
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

〇
△
□
は
、「
広
川
町
を
も
っ
と
素す

敵て
き

に
も
っ
と
楽
し
く
」
を
テ
ー
マ
に
活

動
し
て
い
る
団
体
。
マ
ル
シ
ェ
開
催
に

あ
た
り
、
当
セ
ン
タ
ー
へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
募
集
の
相
談
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

　

相
談
を
受
け
た
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
お
は
な
し

の
会
『
き
ら
ら
』」
を
ご
紹
介
。
マ
ル

シ
ェ
当
日
は
、
き
ら
ら
に
よ
る
紙
芝
居

や
大
型
絵
本
な
ど
の
読
み
聞
か
せ
、
エ

プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
が
行
わ
れ
、
両
団
体

か
ら
「
ま
た
一
緒
に
や
り
た
い
」
と
い

う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

地
域
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
同
士
が

協
働
す
る
こ
と
で
、
で
き
な
か
っ
た
こ

と
が
可
能
に
な
り
、
相
乗
効
果
が
生
ま

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
そ
の
よ
う
な
「
つ

な
が
り
」
を
大
切
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
地

域
活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す
。「
つ
な

が
り
」
を
お
探
し
の
際
は
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

広
川
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
セ
ン
タ
ー

よ
か
よ
か
だ
よ
り

地
域
と
つ
な
が
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

問
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
セ
ン
タ
ー

「
よ
か
よ
か
」（
は
な
や
ぎ
の
里
2
階
、�

平
日
8
時
30
分
～
17
時
15
分
）

☎
0
9
4
3・３
２・7
0
7
3

FAX
0
9
4
3・３
２・7
0
7
4

　私たち「笑
しょうがく

楽グループ」は、参加者の皆さ
まに楽しいひとときを過ごしていただきたいと
思い、さまざまな活動をしています。

・�銭太鼓、安木節、日向ひょっとこ踊りや、独
創性に富んだ踊り

・�懐かしい唱歌や楽曲に合わせた、軽快なリズ
ムのストレッチ

・�誰でもできる体ほぐし
・�介護予防になる「広川まち子ちゃん元気アッ
プ体操」（ひろかわ健康隊考案）

・�福岡発祥の「健康レクササイズ」など、座っ
てできる軽体操

　笑う力。歌う力。いつまでも元気にと動く力。
それぞれの行動は健康寿命と深く関係している
といわれています。

①�「笑う門には福来る」
と言うことわざがあ
ります。「笑い」は人
と人との潤滑油であ
り、宝物の一つです。

②�「歌うこと」は、1
番簡単な脳トレではないでしょうか？　幼い
ころを思い出させてくれます。

③�「体操」は、自分の足で大地を踏みしめて歩
くためのエネルギー源です。

　私たちは小さな団体ですが、「明るく、楽しく、
元気よく」をモットーに活動しています。「一
人でも多くの皆さまとふれあいたい」と考えて
いますので、どうぞお気軽にお声かけください。
楽しみにお待ちしています。

代表　小西タマヨ

笑楽グループ
ボランティア団体紹介
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広
川
町
の

学
校
教
育
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り

～
学
校
の
公
開
～

問
教
育
委
員
会
事
務
局

学
校
教
育
係

☎
0
9
4
3・３
２・0
0
9
3

（
内
線
2
6
2
、2
6
3
）

　

文
部
科
学
省
が
10
月
30
日

㈬
、
全
国
の
公
立
学
校
の
う
ち
、

21
・
3
％
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
を
導
入
し
て
い
る
と

発
表
し
ま
し
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

と
は
、
地
域
や
保
護
者
が
学
校

運
営
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
意

見
し
、
そ
の
方
針
を
承
認
・
評

価
す
る
制
度
。
平
成
29
年
の
地

方
教
育
行
政
法
改
正
に
よ
り
、

す
べ
て
の
公
立
学
校
が
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
な
る
こ

と
が
努
力
義
務
と
な
り
ま
し
た
。

　

広
川
町
で
は
こ
の
法
改
正
を

受
け
、
平
成
30
年
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
設
置
。
幅

広
い
地
域
住
民
や
保
護
者
と
連

携
・
協
働
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
を
構
成
す
る
広
川
町
学

校
運
営
協
議
会
の
委
員
が
、
11

月
8
日
㈮
、
町
内
す
べ
て
の
小

中
学
校
の
教
育
を
見
学
し
ま
し

た
。
上
広
川
小
学
校
、
広
川
中

学
校
、
中
広
川
小
学
校
と
見
学

し
、
最
後
の
下
広
川
小
学
校
で

は
給
食
を
試
食
し
ま
し
た
。

下広川小学校
11/6 命の授業
　4年生の総合的な学習の時間に実施。以下
4つを目的に、寺田恵子さん（めぐみ助産院）
による話や体験活動が行われました。命の大
切さについて考え、親子の繋がりを深める時
間となりました。

●�子どもたちの自己肯定感、自尊感情を高める
●�保護者のお産の記憶や幼少時代の思い出を
回想し、子どもへの愛情を再確認する

●�子どもと保護者の「性=生」を理解する
●�保護者のいない児童に、保護者に代わって
「あなたは大切な人で愛されるべき存在で
ある」ということを伝える

　下広川小学校では、「自分の考えを伝え、子どもの考え
に質問する子ども」「意欲的に学習のめあてを自分たちで
立てる子ども」「書く力、読む力を身に付ける子ども」を
育てることを目標にしています。その一環として、児童が
1つ上の学年の授業を見学する、学習参観を行っています
（6年生は 1年生の授業を見学）。
　この取り組みにより、子どもたちは「こんな姿になりた
い」という理想をもち、「よりよい授業モデル」を自分自
身の中につくって授業に臨むことができます。教師は自分
の授業改善に役立ち、子どもの学力向上につながります。
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上広川小学校
10/11  道徳教育の研究成果発表会
　福岡県では道徳教育を推進するため、4つの課題を
挙げています。上広川小学校はこのうち 2つの課題※

に向き合い、「考え、議論する道徳」へと転換を図っ
ています。その実践的研究の成果を、3クラスの授業
で発表しました。

【1年い組】規則の尊重「みんなのためのきまり」
【3年ろ組】節度、節制「いつもきちんと」
【6年い組】勤労、公共の精神「みんなのために」

※�「児童生徒が問題意識を持ち、道徳的価値の理解を
自分自身の関わりとの中で深めるための指導の工
夫」と「家庭や社会地域と連携した指導の工夫」

中広川小学校
11/27 研究成果の中間報告会
　広川中学校と連携し、福岡県の重点課題「主体的に
学び深く思考する児童生徒の育成」の研究に取り組ん
でいます。その成果の中間報告として、子どもたちが
授業で表現活動や、今までの振り返りを行いました。

広川中学校
10/18 文化発表会
　体育館で合唱コンクールや文化部の作品紹介、科学
の甲子園ジュニア大会の報告（詳細は本紙 10 月号）、
英語スピーチ、弁論発表、ブラスバンド部や全校唱の
演奏が行われ、多目的ホールでは生徒の作品が展示さ
れました。
　11 月 12 日には上広川小学校と同様、道徳教育の研
究成果を発表しました。
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